
21世紹の杜禽における算数・数学科における学ひ繍付之喜子どもの育成

算数。数学プlサ子舎かという調査を行うとラー蝦的？こう＇＂当校ラ中学校，高校と学年が上がるにつ

れ，好きだと斉える子どもたちの割合は減少しでいぐことが指摘されている。つまり，学年が Eが

るにつれ，徐々に算数。数学から離れていく傾向にあるとし、える。もちろ仏難易度がーとがること

に；bf!えヲ学習すべき内容も膨大に増えていき，身にーつけるべきととも必然的に多グなってくる。今

の学校教育の多くの場面ではヲその身につけるべきことr多くが教科書に著かれτレ也る問題¢解き

tiで1るって，それを身につけていくためには努力が必要である。そしてつ努力会行い続けた人間

けが，いわば生き残っていくといえる。このような学習の仕方はl 一見ヲ学び続けているようにも

みえるがヲ±来あるべき姿なのだろ行か。

このような旧来の芋び続ける姿は，以下のさつの点で大きな問題があると考えられるc

1つ日はヲ必ずしも，子どもたちが将来生きていく社会生活の問題解決の仕方とマッチレていな

いことであるc 将来，伺か問題が生じたときにヲ自分の知識をもとに解決していくことも大切へであ

るが，その時ヲその状況で自分のヲむらない知識であってもうその場で調べた拘 y 必要に応じてラ詳

しい人に尋ねたりレていくことが肝要である。知識基盤社会ど言われて久しいがヲあふれる惰報の

海の中を調ベていく中で，その情報を吟昧し，選択してとりいれ、てし1く素養を身につけていく必要

があるだろう。つまりラ細部にわたって精y徹に学習を深めていくことも重要であるが，それはある

程度学習者に任せ，学校の授業の中では，重要なコンセプトや考え方をまず身につけさせ忍必要が

ある。例えばラ 21直線の交点は，それぞれの式を方程式とみて連立方程式として解くことがでさる

が9 そのアイデアを知っておくことが重要である。これがまさに数学的な見方 e 考え方である。極

端な話ラその計算自体は，最近はラコンピェータでも実行中きる。

もう 1つは‘自分が：算数・数学を学習する必要左感じたときに 既に手避れになる危険性がある

ことである。子どもたちは？いつゾ何がきっかけで9 もっと学習したいと思うかはわからない。そ

のときに，子どもたちがあきらめてしまらような環境であってはならなγ。と考え与。必要に応じ

てラ自分たち自身でラ前に学んだ学習内容にj'Ji:＜＞て理解しようとする態度が重要でありュそういっ

た態度を主語、っていかなければならない。

上記に述べたような学びはヲ 21世if，己を生さるこ；《どもたちにとって必要な学びであるc これを実現

するためにはう学校の按業だけでなし受験シヌテムなどの見直しも必要と思われるが9 大学入試

改革はすでに議論され始めており，今の小学生が大学受験をする頃には大きえ変わっている可能性

もある。

；判明j高学校医iで掲げる l学び続ける子どもの育成j を，特に「一人一一人が問いをもち追求する

」を目指しで提案された取り組みは，土記に示した問題を解決するj了法になりえると考えられ

る。特に司：算数升数学科では，子どもたちが事象の中から間いを見出したt，探究したりヲ教師が

問いかけたりする場面において，数学的な見方》考え方匂へと昇華させよう止している点は重要で怠

る。私た弘が，問題に遭遇した際に，ま
、斗）必、聖－があると？主えらオ1ノる。数学が［ffえ，4こ－うたと半G断で、され；云ν jq半決にj麗した考えを適F目［／て－し可

く。このような判断をする際（C::.，算努・数学科寸工、提案し売自らが問いな意識し句試行錯誤して‘海

，「υj 

カ

), 

だちと議論す之、経験から，数学的な見方考え方を－91・vrつけることこ

は，従兄Fーから，！日来の姿でない！

り組みを行。てきているが吟今回の研究により，！？史学的な見J

ける子ども」の安を目指し

三方土問題解決型の授雫の

りあしを暫定的にで全整理でき，授業実践＼と昇華できたことはう さな成果といえξ：だろ
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